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ピリピ　1:1-2
　今日からピリピ人への手紙を読んでいく。この手紙はパウロがローマで幽閉されていたとき（使徒28章）に書き送ったものである。別の説もあるが、書かれている事柄からすると、もっともすんなり受け止められるのは、やはりローマ時代という理解だろう。後の人々は、パウロがその後解放されて、また伝道旅行に勤しんだことを知っている。あいにく使徒の働きはそこまで書き留めておらず、ローマ到着までを説明すれば良いという意図があったのだろう。パウロが殉教するのは、第二テモテを書いた後ということになる。が、とらわれの身であったパウロ自身にとっては、この先どうなるか、何も分からない状況だったわけで、それがこの手紙の内容にも深く影響してくることになる。むろんこれはパウロ個人の事情というだけではなくて神の言葉としての意義があるわけだが、語られた時点での背景も意識すると、より深く理解できるだろう。では、順次読んでいくことにする。
 
ピリピ　1:1-2
　冒頭は定型的な書き出しの部分だが、パウロがテモテと一緒にいたこと、そして、ピリピの教会の人たちに向けて書いていることが分かる。個人的な手紙ではなくて、教会全体を意識しているということも、心に留めておきたい。教会には様々な人たちがいる。多様な事情を抱えている人に向けて語るのは容易ではない。一個人に対する言葉のほうがずっとやりやすい。この手紙には、鋭い語りも出ていて、聞き手次第では混乱や取り違えが生ずることもあるわけだが、それでもなお万人向けにこうして語られていることの覚悟と意義を意識しつつ、読んでみてはどうか。その点では、ピリピの事情をさほどには意識せずに、あるいは知らずに読んだとしても、十分に受け止められるものだとも言えるだろう。
 
ピリピ　1:3-6
　6節の「良い働き」を、5節を意識して、伝道活動というふうに受け取る読み方もある。つまり、その伝道活動を神は最後まで守り導いて下さるのですよ、という励ましとして、である。ただ、この言い方からするとやはり、それよりももっと根本的なこと、つまり、人の内に主が始めてくださった一番のこと、そう、救いそのもののことと考えた方が自然だ。人は様々に迷ったり混乱したりするのだが、神はそれをはるかに超えて、その人を最後まで守り導いてくださる。ウエストミンスター信仰告白などにおいては「堅忍」という言葉を使うが、私は「堅持」という表現のほうがしっくりくる。神は決して手放したりはせず、最後まで必ず堅く持ち続けて下さるということである。この励ましがなかったら、弱く迷いやすい人間など、どうして立ち続けることができるだろうか。
 
ピリピ　1:6
　この言葉、そして堅持については、いったん信仰を持った人が、でもそれを捨ててしまった場合にはどうなるのか、という議論が出てくる。それに関する厳しい言葉も聖書には出てくるわけで、神の保証の範囲を抑制的に考える説明も見られる。ただ、仮定の話をしても意味はない。それとも保たれるなら信仰を捨ててみよう、危ういなら捨てずに頑張ろう、ということなのだろうか。それはもはや神にふさわしい程度とは言えない。それから、他の人について勝手に判断すべきでもない。すべては神の御心の内にあり、だからこそ私たちにできるのは、その守りと回復を切に祈り続けることのみであり、結末について論議することではない。この信仰も、私たちの生き様も、一切は神の支配のもとにあるのだと知っているのなら、自分たちの不安定さではなく、頑張りでもなく、神にこそ寄り頼みつつ、が何よりである。
 
ピリピ　1:7
　ピリピの人々について、その信仰と救いを確信する理由について、二つのことが挙げられている。その一つはピリピの人たちが、パウロが苦境にある時にも変わることなく、この福音に生き続けたことである。新約時代も、苦境の中で戸惑い、ためらう人たちは少なくなかった。それゆえにしばしば励ましや警告がなされているのだが、ピリピの人たちは福音の確かさを確信し続けたようである。むろんそれは彼ら自身の力ではない。そのようにしてくださっている神がおられること、神の働きかけがあることを思うと、この信仰、この救いは絶対確実と言い切れるのだと、パウロ自身も心励まされる思いであったのだ。
 
ピリピ　1:7-8
　もう一つの、堅持を確信する理由は、パウロ自身が彼らのことを「心に留めている」からだと言う。それはつまり、神はパウロの願いに応えてくださるという確信だ。むろん、御心にかなう願いだという確信が前提になっているが、このような点についてパウロの思いは揺らがない。私達はとかく、他者の心の内は分からないと言い、他の人の信仰について保証などできないと言ったりする。それも真実であるけれど、パウロはそこで踏み込んでいく。それは神に対する絶対の信頼と期待であろう。むろん、先のことなど人にはわからない。でも、それも含めて主に全面的に委ねているからこその確信には、大いに見習うべきだろうと思う。
 
ピリピ　1:9-11
　ピリピの人たちに深い愛の思いが備わっていること、それが彼らの豊かな力になっていることをパウロは確信している。それだからこそ、その思いが単なる感情で終わらずに、確固たる土台を築いていくことができるようにと願うのは、当然でもあろう。そのためには、何が福音の真実であるのかを見極めることも必要になる。信仰は単なる情熱とか神への熱意ではなく、神の約束に基づいた応答、信頼だからである。知識と識別力、がまだまだでも信仰も救いも確かではある。でも、それらが支柱になっていくことで、より安心して進んでいけるのは事実なのだから。
 
ピリピ　1:12-18
　福音の前進と言っている内容の一つ目は、ローマ側の人たちが、パウロはキリストのゆえに投獄されているのだと知ったこと、だとある。明らかになっただけなので、信じたかどうかは別の話である。ただそれによって人々は気づかされることになる。キリストに対する信仰というものは、牢に入ることも覚悟するほどに、少なくともこの人たちは価値を見出しているものなのだ、と。むろん、そんな大変な目には遭いたくないという否定的な反応を引き出す可能性も大きい。でも、毒にも薬にもならない、という言い方があるように、誰も真剣になっていないようなものだったら、人々は見向きもしないのだ。人々の注目を集めたことを前進と語るパウロは、何とかしてこの福音が人々に届けられるようにと切望している、その思いがよく分かる。
 
ピリピ　1:14
　福音の前進と言っている中身の二つ目は、兄弟たち、つまり、他のクリスチャンたちが「大胆にみことばを語る」ようになったこと、である。もっとも、パウロの苦境を見て意気消沈する人々のことは時々話に出てくるし、ヘブル書でもそういう危惧が語られている。だから、苦境があれば皆が元気になるといった方程式は決して成り立たない。むしろパウロは、そういう厳しい事態の中で、それなりに元気に歩んでいこうとしていた人々のことを見て、深く感謝し、喜んでいるのだと言える。現状を肯定するわけではない。だが神の力は、そういう厳しさを超えてもっと豊かに人々を生かしてくださり、その姿を通して苦しんでいる人を励ましてくれる。これは確かに大きな幸いである。苦難が幸いではなく、そこに神がいてくださる幸いである。
 
ピリピ　1:15-18
　困ったことに、元気になった人たちには二種類あった。パウロの苦境を自らの痛みとして受け止めつつ、それなら自分たちが動こう、といって取り組んでくれる人もあれば、パウロが動けないのをいいことに、これからは自分たちの時代だと気分良くしている人たちもいた、ということである。でもパウロはもともと、自分の流儀かどうかには関心がない。福音の中身は重要で、どこまでも戦うけれど、パウロ自身の功績かどうかは興味かない。彼の前歴ゆえでもあろうが、自分自身は神から十分すぎるほどに祝福してもらったということが背景にあるだろう。だから、否定的な態度を取られても、そのこと自体は嘆きはしない。そういう姿勢が、福音さえ宣べ伝えられているなら、という意識をもたらしている。それは広い心、ということではなくて、充足感ゆえのものであり、これこそ健全なあり方だろう。
 
ピリピ　1:19-20
　私の救いになる、という言い方は、ちょっとわかりにくい。いわゆる救い、つまり、罪による滅びから救い出されて、神の与えてくださる永遠のいのちに生きることについては、福音の広がりがどうとか、人々がどう動いているとか、そんなことは何の関係もないはずだ。神の与えてくださる救いの恩恵は、周囲のことによって左右されるようなものではない。この言葉は、続いて語られていることからしても、パウロの内面的な平安とか満足に関わる話と考えて良い。この点では、聖書で用いられている表現は、他の箇所で同じ言葉が使われている場合に同じ意味合いを探り求めることもできるのだが、しかし、全く別の意味合いで用いられている場合もあることは意識しておいた方が良い。様々な概念を含む言葉が使われる場合、通り一遍の意味合いに限定してしまったら、かえって本来の意図が分からなくなってしまう。
 
ピリピ　1:20-21
　それで、パウロとしては自分の身がどうなるかは最重要課題ではないと言う。これを我が身を投げ打って、という犠牲的精神としてとらえるのは少しずれている。彼は救いを得ているのだし、今の生涯を越えたものがあることも知っている。そこでの幸いは保証されている。だからこそ、身を案じるよりも優先することがあるということで、もし、ここの部分に確信がなかったら、とうていこんな態度は取れなかっただろう。神の前に生きる際には、神が備えてくださっている先々の平安がどのようなものであるかを認識することは意義がある。終末論とされる部類のことは、未来を探って、そのことに不安を抱くようなことのためではなく、安心を手にするためにこそ探求されるべきだろう。その割に、巷で流行るのはどうも、激動と混乱の警告的な話ばかりであるのは、どうも健康的とは言えない。
 
ピリピ　1:21-26
　この箇所を読む際には、パウロは決してこの世の生涯に嫌気がさしていたわけではないことを覚えておく必要がある。これは世捨て人的な感覚ではない。むしろ彼は、先に用意されている日々を楽しみにしているのである。例えば留学が決まっている人がいるとする。出かける前になすべきことがあり、また、日本を嫌っているわけでもない。ただ彼は、先にあるものにワクワクしている。だからこそ、早く行きたいとも思い、でも、出かけるべき日は決まっているわけで、だから、期待感で胸を一杯にしているわけだ。ただ、もし、行く先に不安ばかりがあるとしたら、自信がないという思いが心を占めていたら、出発の日が近づくほどにだんだん憂鬱になるかもしれない。こんなことを思い浮かべていただくと、パウロの語る言葉の意味合いが分かるのではないか。
 
ピリピ　1:24-26
　先へのあこがれを胸に抱きつつも、パウロは自分が今まだ地上に留まり続けるべきであることを認識している。人々のために彼がなすべきことはまだまだあるからだ。この時パウロは牢獄にあり、処刑に至る可能性も十分にあった。そのことを不安に思っていたわけではないけれど、自分のなすべきことがあるなら、神はそのように道を開いてくださるだろうと、ここはまさに御手に委ねて、である。私たちは、自分に今与えられている日々を精一杯に生き（決して奮闘し続けるという意味ではないが）、その上で、どうなっていくかは主に委ねるのみなのだ。でも、このように、自分が人々のためになしえることがあると知り得ることは、大きな幸いだろうとも思う。
 
ピリピ　1:26
　ピリピの人々は、パウロの活動を応援していたし、その取り組みを通してこの世に神の幸いが広がることを信じていた。その価値は彼がここで殉教したとしても決して損なわれるわけではない。が、こういう危機的な状況から助け出されて、彼が再びピリピを訪ねることができるとしたら、彼らは回りの人たちに胸を張って言うことができる。神は実に偉大な方である、と。それはパウロを誇るというよりも、パウロを歩ませてくださっている神を誇るのであるが。きっと私たちも、身近なところに、主はやっぱり偉大だと語り合い、喜び合えることがあるだろうと思う。
 
ピリピ　1:27-30
　苦しみそのものが重要なのではない。どのような苦しみに遭っても、それでもなお「脅かされることはない」ということが価値を持っている。それはつまり、神の祝福の確かさは何があっても崩れたりはしないと信じている人々がいるという印であり、つまりは、反対する人々にとって自らの敗北を痛感させられることだからだ。むろん、敗北と言っても、相手を叩きのめしたいということではない。この敗北は、その人々が神の祝福に関心を抱き、尋ね求め始める機会をもたらす。繰り返すが、苦しみはないほうがいい。切に、切に祈り求めたい。でも、厳しい事態の中で、だからあきらめるのか、それともなお神に期待し続けるのか、その違いは大きい。
 
ピリピ　2:1-4
　ですから、と話を続けていることからすると、パウロはやはり人々の間に対立があることに心を痛めていたのだろう。どちらにしても福音が広がっているのだから喜んでいると言ったけれど、互いにいがみ合う状況は決して好ましいものではなく、彼ら自身にとっても痛みになることだからだ。でもそれは、争いをやめようとか、仲良くしようということだけでは解決できない。それぞれが信念をもって取り組んだ結果だからだ。それでパウロは、「キリストにあって」ということに人々の思いを向けさせる。彼らはいずれも、キリストにあって事をなしているつもりであったのだし、主への熱心のゆえのつもりだった。それなら、今現在抱いている結論、自分が正しいと思っていることを、ひとまず横に置いて、改めてキリストご自身のなさることに立ち返ってみるようにと言うのだ。これは、信仰者の中での衝突に関しては有意義な指針と言えるだろう。
 
ピリピ　2:2
　私の喜びを満たしてください、と書き送ることができる関係というのは、実に幸いなことである。そこには問題が発生しているわけで、でもパウロはピリピの人々に対しては、私の心の痛みを分かってほしいと言える。こういう場合、相手側はむしろ反発してパウロを攻撃しやすいものだけれど、パウロはその人々の善意、愛情を信頼できる、期待できる、たとえ今、意見は食い違っていたとしても、である。なんと幸いなことかと思う。そして、こういう前提があった上での意見対立であるならば、この世界はどれほど良きものになっていくだろうかとも思う。が、それが常ではないことを、パウロもまた知っているのであるが。
 
ピリピ　2:3-4
　相手を思う時の基本的な要素として、相手のほうが自分よりもすぐれているのだと認識すること、が挙げられている。これはなかなか難しい。対立しているのだからして、相手が間違っていて、自分が正しいという確信があるのだ。その点が崩れたり、譲っても良いかなというようなものだったら、そこで対立は解消する。だが、対立そのものは存在しているのに、でも、相手を認めるというのだ。そんなことが可能だろうかと考えてしまうのだが、いやいや、どちらの意見が正しいかと、その相手を認めることとは別の話だと気づく時、ずいぶんと話は変わってくるはずだ。例えば信仰が異なる。それぞれ、相手は間違っていると確信している。どちらでもいいとは言えないと強く考えている。だが、キリスト教信仰においては、その確信は決して自分の悟りではなく、神が与えてくださった恩恵である。自分では手に入らなかったものである。人間としての感性や知性は相手の方がはるかに上であるかもしれない。それなのにこんな自分が悟らせていただいた。そう気づく時、意見の対立は様相を大きく変えるだろう。譲のではない。だが、相手への評価は大きく変わる。
 
ピリピ　2:5-11
　昨日の話は、神ご自身の中に見出されるものだと言われている。確かに神は、圧倒的に正しく、間違っているのは人間のほうで，打破されるべきは人間の懐いてしまった観念である。いや、この場合はより深刻で，人間のしていることは善と確信するからこそですらなく、単に自らの欲のゆえであったりすることの方が圧倒的に多い。だが神は，そんな者たちの状況を尊重して，だからこそ御子は人になってこの世に来られている。そのままで良いのではないし，変革が必要なのだが，でも、その姿勢としては，まるで神が人にへりくだったかのようにすら見える。そこまでしてでも人を救い出したいという，この熱意こそ，事を動かす力になっているのだ。
 
ピリピ　2:5-11
　こういう箇所を読む場合、個々に書いてあることだけが神の救いの御業の全体像ではないことは、心に留めておく必要があると思う。聖書の各箇所は、それぞれのテーマに沿って語られており、百科事典的にその事柄に関する全体的な解説をしているわけではない。だから、へりくだられた救い主のお姿は、むろん、神が人よりも下におられるということではなくて、救いを成し遂げることについての神の切なる御心と、そして、だからこそ、そういう姿勢こそが人の世においても事態打開の鍵になることを告げている。
 
ピリピ　2:6-7
　昨日の点を考慮しつつも、この箇所はキリストが人になられたことを語るものとして有名である。ここには明確に、キリストは本来的に神であることが告げられている。人間イエスが覚醒して神になったのではない。この点は、聖書をありのままに読む者にとっては議論に余地すらないはずだが、でも、しばしば取り違えられている。人は決して神にはならないし、救い主にはならない。これは聖書全体の基本でもある。だが、神である方はその「あり方」を捨てて、人になられた。
 
ピリピ　2:6-7
　人になられたキリストが、どの程度まで神としての「あり方」を捨てられたのかについては、必ずしも明確ではない。ただ、聖書に記されている限りで言えば、赤ん坊の時点ではご自分が能動的に行動する様子は全く見られず、襲いかかる者たちを退けるような権威も見せてはいない。ごくありふれた人の子どもと同様である。12歳の時は、すでに御子としての威光を示されている。ただし、神殿の学者たちから知識を吸収なさっているように書かれているから、神としての自覚をお持ちでありながらも、12歳に似つかわしい程度の発達をなさっていたのだと推察できる。そういうふうに成長することもまた、人になられたことの意味合いのひとつだろう。神には成長や進展ということは無縁なのだから。そうやってキリストは、人の弱さを体感し、人のはかなさを体感し、罪に堕ちた人間たちの限界性を自覚なさっている。それはこの救いの御業にとって必要なことであったのだと理解できる。その認識、共有こそ、神が人に示されている慈愛の根底でもあるのだから。
 
ピリピ　2:8
　神の御子がご自身を低くされた、その最も深刻なこととして語られているのは十字架での死だ。人となられたという時点ですでに十分すぎるほどだが、人間の側ではそのことの重大さをあまり感じないだろう。でも、十字架での死については、さすがにどれほど暢気な人でも、事の深刻さを痛感する。まず、神にとって死は全くあり得ないことである。諸宗教の神々は死ぬのだが、聖書の語る神にとっては死という概念自体が適合しない。だがそれだけではなく、十字架での死であることによって、事は人間の罪に関わることであるのが明らかになる。十字架の死は呪われた者となることである。それは決して、潔い、格好の良い神々しい御業、ではない。人々のあこがれにはならないものだ。まさに、人の身代わりとしての死である。そう、キリストの「低く」は、単なる謙遜ではなく、自己卑下でもなく、威張らないことでもなくて、明確に目的のある、必要不可欠の業であるのだ。事は、キリストの性格的なことから出ているものではなく、これ以外には道がないから、である。
 
ピリピ　2:8
　昨日の続きだが、キリストが低くなられたことが、単に、偉そうにしないとか、そういう部類の心構えの話ではなく、これ以外に救いを成し遂げる方法がないからこそ、のものであることを考えると、ピリピ書が私たちに向かって語るへりくだりの意味も、単に、そのほうがすてきな人であり得るから、ではなくて、または、偉そうにするのは罪だからでもなくて、こういう姿勢を生きること、他の人と関わることがなければ、大切なことが実現しないから、ということになる。信仰の話はしばしば精神論的に見られていたり、あるいは精神修行的な話になってしまいやすいのだが、聖書の語り方を見ていくと、こういうあり方はむしろ、必要なこと、意義あることを成し遂げるにはこれしかないから、であるのだ。その必要性、真剣さ、ぎりぎりの所での訴えであることを、きちんと受け止めていきたいと思う。
 
ピリピ　2:9-11
　この箇所を読み間違えて、十字架の犠牲を払ったからこそイエスは神に列せられたのだというふうに見てしまうとしたら、とても残念なことだ。ここはイエスがほめられているという話ではなくて、11節まで続けて読むと、神ご自身の栄光に関することであるのが分かる。つまり、立派なことをしたのでイエスは崇められる、ではなくて、イエスの御業は神の栄光のため、ということだ。ただしその栄光も、神は素晴らしいとほめたたえられるという話ではなくて、それはつまり、神の御業、神の御心が実現することに関する話だ。そして神の御心は、人々が救われることである。この箇所は、ルカ15:6と共通する。つまり、神の願う素晴らしいことが実現したからこそ、神は大いに喜び、そして世界も喜び、人々はむろん、祝福を手にしているのだからして、嬉々として歌う。そういう賛美であることを踏まえて読むならば、キリストがカミノくらいに引き上げられた、みたいな話ではないことは、十分に分かるはずだ。人はどうも、自分たちに馴染みのあることに合わせて思い込みやすい。
 
ピリピ　2:12-18
　ピリピの人々は、基本的に良き信仰生活を歩んでいたのであって、十分に称賛、あるいは信頼に値するものだったと言える。コリント教会とは大違いである。もっとも、なかなか良いからと言って、後は何も心配なく、のんびりしていればいい、というわけではない。財産的なことならばまだしも、人の生き様においては、日々の心がけによって、安定して歩むこともできれば、思いもよらず崩れていくこともあり得る。パウロはピリピの人々について憂慮しているわけではないし、彼らを脅そうとしているのでもない。彼らの歩みを大切に思うからこそ、こうやって警告を発している。その言葉は厳しくも聞こえるが、1:6の言葉からしても、むしろ励ましの意図が込められていると言える。そう、事を行わせてくださるのは、神ご自身であるのだから。
 
ピリピ　2:12-18
　ピリピの人々の信仰内容、神への思いについては、パウロはさほど案じてはいないようだ。が、これまでの所に語られているように、お互いに対する意識において、気がかりな点が見られた。彼らはそれぞれに熱心であり、真剣であったようだが、自分とは異なった見解を持つ相手に対して、熱心であるからこそなおさら、厳しく、否定的になり、攻撃的にもなっていたようである。それは一時的には正しいことであっても、結局のところは、真に良きものを構築して行くには至らない。神のなさり方は全く別であることを指摘しつつ、パウロは彼らのありようについて案じている。この話題は、黙示録2章のエペソ教会の所にも語られている。
 
ピリピ　2:12
　自分の救いを達成するよう努める、という言い方は、読み方によっては誤解されるかもしれない。救いは神ご自身が成し遂げてくださるもので、決して、人の頑張りでどうこうできるものではない。ガラテヤ書あたりなら、こういう言い方はしなかったかもしれない。このあたり、聖書の書き方は決して、万人がどう読んでも誤解しないように、というようなものではないことは承知しておきたい。いわゆる百科事典とか、あるいは法律の条文とは違うのだ。その時々の必要に合わせて語るのだから、その真意を受け止めていかないと、ある言葉だけを引っ張り出しても仕方がない。この場合は、神によって与えられたいる祝福をしっかり受け止めて、そのもとでちゃんと生きていくように、という願いが込められている、そういう言葉である。大丈夫、あなたがたにはそういう道がすでに与えられているのだから、という励ましでもある。
 
ピリピ　2:15-16
　曲がった邪悪な世代のただ中にあって、世の光として輝く、と語られている。ピリピの人々は、神を知らない世界の中にあって、その真実を必死になって生きているつもりだったろう。だがそのことが彼らから寛容を失わせ、平安を忘れさせている。神ご自身は、罪の世に対して、それでもなお人々を愛し、大切に思い、ご自身の犠牲によって必死になって助け出してくださっていたのに、である。この世は、何が正義かということこそが物事の価値を決め、事を成し遂げる究極の力だと考えている。むろん、正義を失い、真実を失っては何も成り立たない。だが、それらは基本に過ぎず、土台に過ぎず、事を成し遂げる力はその先のこと、つまり、間違っているものに対してどう関わり、どう向き合っていくのかによってこそであることを、真面目に生きようとしている者ほど、真剣に尋ね求める必要がある。
 
ピリピ　2:17-18
　注ぎのささげ物、というのは、殉教のことを思い浮かべての言葉だと思われる。実際には、この時の投獄ではいのちを落とすことにはならなかったのだが、迫害と混乱の増加の中、いつどんなことが起こるか分からないという事態ではあった。それは1:22にあるような意義を失うことだから望ましいとは言いがたいのだが、でもパウロは喜ぶという。理由は、地上に留まることの理由が、人々の歩みが祝されていくことにあるから、それが実現していくのならば自分としては大喜びでこの世を去って構わないと、そういうことである。この感覚、たとえば、恋々として地位にしがみつく人と、それから自分の役割を果たしたらさっさと立ち去っていく人との違い、ということを思い浮かべてみたら、パウロの言う意味は分かりやすいのではないか。
 
ピリピ　2:19-24
　ピリピの教会に、テモテを送りたいのだと書いてある。パウロが最も信頼している、そして、パウロと同じようにピリピの人々のことを案じているテモテである。彼について聖書が語るところを思い浮かべてみると、彼については才能的なことよりも、その姿勢、人々に対する思いということが強く語られているようである。テモテへの手紙にあるように、彼は色々と苦労もしたようであるが、でも、その業を進めていくことができた、その理由はやはり、彼が神ご自身の心を受け止めつつ、人々のことを思い続けていたことにあるのだろう。それが「適任」とされている大きな要因だと考えて良い。
 
ピリピ　2:25-30
　もう一人の人物が語られているが、エパフロディトもまた、ピリピ教会ではよく知られていた人のようだ。彼は何かの病で厳しいところにいたようで、そのことでピリピの教会にずいぶんと心配をかけたと気にしている様子である。まあ、案じてもらったことを気になどしなくてもよいのだけれど、でも、案じることも、そしてまた、案じられたことを大事に受け止めていることも、どちらも幸いなことである。人を思い、人に尽くすと言っても、できることは限られているだろう。直接的な手助けができるとは限らない。だとしたらなおさら、互いを思いやることにおいて、心から取り組んでいきたいものである。
 
ピリピ　2:30
　いのちの危険を冒した、という言い方は、エパフロディトの事態が単なる病気ではなく、迫害によって受けたもののようにも感じられる表現であるが、どうだろう、暴行を受けて重傷を負ったというようなことではないと思われる。一心に働いて、尽くしていたために疲れすぎてしまったと言うことなのかもしれない。ただ、これはエパフロディト本人に対する称賛の言葉ではなくて、ピリピ教会が彼を受け止めていくための呼びかけであって、その意味では、あまり重たく取り上げすぎない方が良さそうだ。「あなたがたができなかった分」という言い方も、何もピリピの人々を責めているわけではなくて、彼らの代表のようにしてエパフロディトの奉仕を喜んでいるのだというくらいで見た方がよいだろう。私たちは聖書に告げられていることを、その意図以上に意味を込めすぎる場合がある。厳しい言葉もあるのだが、それ以上に、励ましや慰めを意図した言葉があることを覚えておいた方がよいだろう。
 
ピリピ　3:1
　パウロの「最後に」は当てにならないとよく言われる。話はまだまだ続くのだ。これが論文ではなく手紙であることを改めて思わせられる。論理的表現よりも、そこに込められている情熱の方が優先するのは当然だろう。現代、これを読む側としても、その脈打つような語りに身を任せるようにして読むのも良いと思う。その点では、「読む」のよいのだが、時に、「聞く」のもよい。朗読してもらって、それを聞くということである。細かい部分までとらえきれないかもしれないが、その呼びかけを知るためには大いに役立つことだろう。
 
ピリピ　3:1
　喜びについて語ろうとして、でもその前に告げるべきことがあると気づいて、パウロはいくつかの留意事項を語り始める。喜びというのは、単に浮かれていると言うことではない。それは真剣な歩みの中で、厳しさも問題点も承知した上で、それでもなお与えられている幸いがあると気づくからこその喜びである。お気楽なものだ、なんてことは全くないので、だから、喜びなんてどこにあるのかと痛感するような事態の中にいるとしても、そのことでうめくことがあったとしても、それはけっして、この言葉、この教えに反していると言うことではない。喜びについては、また4:4からのところで詳しく語られていく。
 
ピリピ　3:2-3
　愛犬家ならば「犬に失礼だ」と憤慨するだろうが、そこは慣用句というもので見過ごしていただくとして。厳しい目が向けられているのは、割礼のことが語られているので、いわゆるユダヤ主義者、異邦人クリスチャンにユダヤの律法に従うことを要求する人々のことだろう。旧約にはそう書いてあるのだから、という彼らの主張に押される人は多く、それに対抗できるのはただ一つ、キリストご自身の救いは完全だということに尽きる。これはいつの時代にも、どのような異説に対しても言えることで、この信仰はやはり、キリストを誇り、キリストにより頼むものなのである。
 
ピリピ　3:4-6
　この言い方を見ると、パウロは自分が生粋のユダヤ人として歩んできたことを、決して否定はしていないし、間違っていたとは考えていないようだ。問題点は、キリストによる救いという点を知らなかったことで、それゆえに旧約の伝統にあるものの本来の意味を取り違えていた、ということになる。何か新しいものに出会うと、それ以前の自分を全否定する傾向は多くの人にある。だがパウロの示す方向性は、そういった過去についても肯定しつつ、でも、しっかりと軌道修正できるだけのものがあるという確信だ。救い主にはそれだけの力と確かさがある、ということである。
 
ピリピ　3:7-11
　損、という言葉が使われている。悪、ではないし、間違い、でもなくて、損、である。それらを持っていたがゆえに、キリストの幸いに気づくことが遅れてしまったこと、その真実を曇らせてしまったこと（旧約のせいではなく、自身の思い違いのゆえだが）などから、こんなに素晴らしいものなのだけれど、でも、持っていなかった方が良かったくらいだと言う。その言葉は異邦人クリスチャンへの励ましにもなっただろう。彼らはユダヤからの声によって自分らは二流のクリスチャンだという印象を押しつけられていたが、パウロはむしろ彼らのことをうらやましいと言うのだから。むろん論理的にはローマ書にあるように、ユダヤ人には利点はある。だが、その利点がキリストへの思いを曇らせるとしたら、まさに、損、である。
 
ピリピ　3:9
　この言葉は福音の神髄を表している。自分の義ではなくて、キリストのゆえに与えられる神の義によってこそ、人は救われ得るのだという確信は、ガラテヤ2章などとも通じる話である。むろん福音の中身は、恩恵としての救いということだけではなく、もっとたくさんの意味合いがあるのだけれど、入り口のところでつまずいてしまって踏み出すことができないでいるとしたら、それは最も悲しいこと。パウロは自分自身の経験を踏まえつつ、異邦人クリスチャンが迷路に迷い込まないように、切に案じている。
 
ピリピ　3:10-11
　死者の中からの復活という言葉を聞いて最初に思い浮かべるのは、終わりの時の復活のことだろう。つまりは救いの究極を意識させられる。だが、この箇所の意味合いからすると、これはむしろ、今現在の歩みの中にあって、神から与えられる力によって、救いによって、まっすぐに歩んでいくことができるようになる、そういう祝福のことを意識しているのだと考えられる。救いについての確信は十二分にあるパウロだが、だからこそ、今の日々の中にあって、その歩みが確かなものになっていくことは重要な願いであるのだ。救われているからこそ、日々のあり方を問い続けていこうとする。信仰者の大事な姿勢である。
 
ピリピ　3:12-15
　前の部分をそのように理解すると、この箇所が告げる目標とか賞も、救いそのもののことではなくて、地上での歩みが確かなものになっていくことを願い求める意味なのだと理解できる。救いは確かでも、日々の歩みは常につたないのが私たちの現実だ。それでもあわれんでくださる神だが、なおさら、私たちの願いとしては、価値ある生き方をしていきたいということになる。その点では、私たちは常に、生涯、目標を目指して一心に走り続ける者であるのだ。ユダヤ主義のように自分の行い次第で救いが決まると考えるのは愚かなこと、でも反対に、自堕落でも何の問題もないと言ってしまうのも愚かなこと。大人であれば、そんな愚かさには気づけるはずだとの指摘は、人々の思いに鋭く迫る。
 
ピリピ　3:16
　ただし、と語らねばならないあたりが、人々の混乱、混迷を指し示している。目標へと走り続けると言うと、今いるところは何の意義も価値もないのだというふうに考えやすい。目指すのは良いことで、前に進むのも良いことだ。でも、今現在いる場所もまた、神が備えてくださったものである。ならば、今を否定するばかりではなく、今ここにいることを神に感謝しつつ、だからこそ、その先へと進んでいくのが望ましいあり方である。今いるところは、それぞれに違うかもしれない。でも、それぞれに神が与えてくださったものなら、それをけなすよりも、それを生かして先へ進んでいくのである。
 
ピリピ　3:17-21
　パウロは立派にやっている自分が模範だといっているのではなく、主に寄り頼む以外に何もないと自覚している自分の姿を指し示している。重要なのはキリストご自身、ということである。この点で、19節にある「彼らの神」は深刻な課題で、この欲望という言葉は、以前の訳では欄外注に「内蔵」と記されていた。つまりは自分自身そのものということになる。神が主なのか、自分が主なのか。この分岐点は常に、繰り返し、問われ続けている。
 
ピリピ　3:18
　十字架の敵。この言葉は決して、クリスチャンではない人々に対して向けられているものではない。迫害の例のように、外見的には確かに、この信仰に同調しないものが「敵」として攻撃することはある。だが、パウロの言い方からすると、そういう人たちは敵ではなく、神のあわれみが注がれるべき相手、福音が届けられるべき相手、である。パウロが戦っている相手は、福音を知り、信仰を歩んでいるはずなのに、その真実とは食い違ったものとなっている人々である。この感覚は大事だろう。
 
ピリピ　3:20-21
　この言葉は決して、「今は何かと大変だけれど、やがては天国に行けるのだから、それを待ち望んで耐え忍ぶのだ」というふうな意味で受け止めるべきではないと思う。天国という希望があるのはもちろんだが、むしろこれは、生きて働いておられる神、今現在もすべてを支配されている神の元に生かされている自分たちであり、この世界であるのだからこそ、人が意識すべきはちっぽけな自分ではなくて神ご自身の御業と御心にこそある、ということを指し示すものであろう。さもないと、単なる逃避につながってしまう。パウロの主張には現実逃避の意識は全く含まれていない。
 
ピリピ　3:21
　これは希望に満ちた言葉だ。むろん、最終的にはキリストの再臨に伴うことである。だが、ずっと先の話というだけではない。実際、パウロたちからすれば、それは2000年以上も先のことなのだ。国籍が天にあることが今現在のことでもあるのと同様に、人の限界を越えて、神がご自分を慕い求める者たちを助け導いてくださり、その生き様、その思いにおいてより幸いに歩ませてくださることを、今現在の私たちも待ち望み、祈り願い、そしてまた体験できる。決して完成ではない。後退もあるだろうし、しくじりもあるだろう。でも、信仰者たちは神を待ち望むのである。
 
ピリピ　4:1
　この呼びかけは、3:1をも意識し、その後に書かれていることを踏まえてのものだ。いろんな課題もある、混乱もある。でも、神がこのようにして人に働きかけて、助け導いてくださるなら、救い主がおられるなら、私たちは人間としての限界を承知しながらもなお、主にある幸いを信頼して物事に取り組んでいくことができる。そしてそこに主が働きかけて、多くの混乱を乗り越えさせてくださるのだと、そう信じるのだ。信仰とは、人が抱える現実の厳しさを厳粛に認め、だからこそ決しておごり高ぶらず、謙虚に、また、頭を垂れて、でも、希望を忘れず、捨てずに歩むことである。矛盾している？　確かに、神がおられるのでなければ、これは矛盾だ。でも、主のゆえにこそ、である。
 
ピリピ　4:2-3
　この二人については、聖書にほかの情報はない。だからこの箇所だけから推測すると、二人ともとても良く活動している人たちだったのだろう。でも、そのやり方か何かが違っていて、摩擦が生じていた。どちらのやり方が良いとか悪いとか、そういう判別には適さないものだったと思われる。彼女たちに必要なのは、自分とは違うあり方を受け止めることだった。相手に合わせて自分を曲げるということではない。ただ、認めること、尊重すること、そしてそれぞれがしっかり歩むことである。そのことを、回りの者たちも支え励ますようにと言う。しばしば、対立を目の前にすると、逃げてしまったり、批判的になったりしがちである。だが、回りに必要なことは、ちゃんとそれを包み込んで支えることである。これはとても重要なことだろう。
 
ピリピ　4:4
　この言葉は力強い一方で、しばしば戸惑いを生じさせているのは事実だ。良い状態が常にあるとは限らないからだ。神は間違いなく、人が様々な困難や悲しみ、苦悩を経験していることを承知されている。笑ってなどいられないことが多々あることもご存じだ。問答無用、笑え、などとは言っていない。言うはずもない。御子は悲しみの人でもある。ではなぜ喜びか。理由は一つだろう。神がおられるから、神の助けがあるから、神の祝福は真実だから。だから、たとえ今は厳しいところにあっても、あるいはこの厳しさは消えないものだとしても、それでもなお、必ず喜びをも得ることができるのだと、そういう神の約束である。
 
ピリピ　4:4
　人の抱える深刻な痛みの中には、決して消えないものもある。大切な人を失った悲しみは、時間が経っても、あるいは絶望感は薄らいだとしても、でも、留まり続けるだろう。だとしたらなおさら、喜びが必要だ。喜びは悲しみの対立するものではない。むしろ、痛みや苦しみ、悲しみと同居し、それらを和らげ、慰め、励まし、痛みを抱えながらもなお、前に進むことのできる支えを与えてくれる。涙は尽きないかもしれない。でも、その涙と共に笑顔も伴うなら、人は生きることができる。それはとても大事なことだと、そう思う。
 
ピリピ　4:5
　喜ぶことと寛容な心がどういうつながりがあるのだろう、と考えさせられる言葉だ。でも、考えてみると、喜んでいる者は他に対して寛容でいられる。自分が手にしているものが本当に素晴らしいと確信して喜んでいたら、他の人が違うことを言っていたとしても、それを肯定はしなくても、寛容に受け止めて、何とか助け、支えていきたいと願うことができる。他を否定し、拒絶するのは、自信がないからだろう。主なる神は絶対の方であるのだから、異論、反論など、いくら出てもびくともしない。信仰者たちには限界があるから、もしかすると対話の中で押されたり、くじけそうになることもあるだろうが、でも、自分自身が強い必要はない。相手よりも勝っている必要はない。そういう主を知っていること、信頼していること、それは寛容の礎である。
 
ピリピ　4:5
　主は近い、という言葉を見て、再臨は近いという意味で受け止めたくなるのは人情だ。でも、少なくとも人間的感覚で言えば、この言葉が語られてから2000年ほどが過ぎて、まだ再臨はない。とすれば、人が思うような意味合いでの「近い」ではないか、あるいは、再臨の日の話ではなくて、主は確かに、どんな時でも、私たちに近くいてくださるという意味か、だろう。それに、寛容の源は、神ご自身の存在である。人は神を遠くに感じてしまう（勝手に）ことが多いのだが、そんなことはないのだと、これは何度も繰り返し、強く語っておく必要がある。
 
ピリピ　4:6-7
　祈りには大切な意義があることを、この箇所を読むと痛感する。それは神に願いをかなえてもらうためだけではなく、私たちの願い自身、私たちの思うこと自体が、良きもの、確かなものであるために必要なのだ。神を本当に信頼しているのならば、その方の前に持っていくことのできない願いや意思は、何か間違いがあるのだと、どこかで自覚しているに違いない。いや、それが分からなかったとしても、私たちはやはり、この思いを神と共有するほうが良い。その点では、神をあまり崇高な方と思いすぎない方が良い。神への祈りをかしこまったものとして考えすぎない方が良い。神はもっと身近な方であり、共に歩んでくださる方であり、憩うことのできる方なのだ。だからこそ、私たちは自分の思いが間違っているかもしれない、そのことも含めて、神に打ち明け、相談し、そして、助けを待ち望むのである。
 
ピリピ　4:6
　「祈り」と「願い」の区別について、昔、仲間たちと語り合っていたことを思い出す。後に習ったギリシャ語からするとあまり適格ではなさそうだけれど、でも、あの区別は、日頃の祈りのあり方としては意味があると思うので、書いておこう。そこで言われていたのは、「祈り」は日頃の、繰り返される祈りのこと。いつでもなされ、同じことが何度も祈られているかもしれない、むろん真剣に、でも、定例的な求め。「願い」というのは、もっと差し迫ったことについてのもの。だから必死に、時には他のことを放り出してても、神にすがるようにして求める事柄。原語的には合わないけれど、私たちが神に求めることにはその両面があるし、それが必要だということを思う。そういう「願い」ばかりでは疲れ果ててしまうだろうから、その「祈り」だけで済めば何よりなのだが、たぶん、いや、きっと、私たちには必死の「願い」が必要とされる。
 
ピリピ　4:8
　列挙されている言葉の一つ一つを分析するのも良いが、全体として見ると、世の中でも大事なものとして認識されやすいことかなと思う。ただし、しばしば隅に押しやられているものではあり、そんなことを言っているのは甘い、と冷笑されるものだろうが。信仰の世界、神の前に生きることは、決してこの世と隔絶しているものではない。この世は神が造られたもので、神は地の上に御心をと告げておられる。だとしたら、信仰者としては、この世にあるそういう大切な思いや価値観というものを大事に受け止め、育み、励まし、そういうことを通じても、神の御心が地になることを求め続けるべきだと思わせられる。
 
ピリピ　4:9
　パウロは決して自分を立派だとは思っていない。多くの欠けと、そして拭いきれない前歴を知っている。だが彼は、神が与えてくださっている幸いはそれよりもはるかに大きいことを知っている。だから彼は臆することなく、自分を通して神が示してくださっていることを大切に受け止めよと告げる。こういう意味での確信、自信は、とても大事なことだ。むろんその中には、自らが必死になって御心を尋ね求め続けているということも含まれるのだが。かつてモーセは神に会うと、顔が輝いたという。そして、しばらくするとそれが消えるのだと。その消えた状態を見せないために顔に覆いをあるが、そのことは彼に厳しい落差を体験されたに違いない。でも彼は、そのことに向き合い続けた。それが彼に課せられた重荷でもあったことを思う。幸いな重荷であり、喜びの重荷であり、でも、とても疲れるものだっただろう。
 
ピリピ　4:10
　案じてくれる心、というのは、話からすれば、ピリピ教会がパウロを支援するために献金を送ったこと、を指している。お金の話は下卑たもののように考える風潮が日本にはあるけれど、経済は社会の血液だという言い方もあるくらいで、むしろ堂々と語るべきだろう。むろん、人は時に私利私欲に走る。だが、そういうものを嫌うからと言って、本来の意義を軽視すべきではない。信仰者は経済的なことについて、もっと良い意味で積極的になり、そして、主にある良きあり方を推進すべきだろう。旧約にも、豊かな者たちの責務はいくつも書かれているのだ。
 
ピリピ　4:10-14
　ピリピ教会は、その初期からパウロの活動を支えていた。だが何かの理由があって（パウロはそれを責めていない）、支援が届かなくなっていたようである。思いはあったのだと言っているのを邪推する必要はない。パウロは彼らを信頼していたのだ。だからこそ、再び届けられたことを、お金の問題以上に、ピリピの人たちのために喜んだのである。信仰に関わる事柄では、この感覚は重要だ。何かがなされたとき、それが自分にとって益になることだったとしても、だから喜ぶというよりも、相手が神の前に本来の良き状態を持ち得たことをこそ喜ぶのだ。この感覚は、すべてのことに当てはまるべきものと思って良い。
 
ピリピ　4:11-13
　パウロは決して霞を食って生きていたわけではない。旅をするには費用がかかる。何もなければ、次の町に出かけていくこともできないのだ。エルサレム教会は、支援金がなければ飢える人が出てくるような事態にもなっていた。でも、つまるところで言えば、人はやはり、神が備えてくださるものによって生きるのである。だから、もし、満たされなくて、それでできないことがでてくるなら、それはそれで仕方のないことである。必死になって資金を集めるよりも、与えられたものの範囲の中で行動するというのもまた、信仰のあり方である。むろん、資金を集めることもまた大事ではあり、それに応じて一緒に働きを担っていくことはその人たちのためにも幸いなことだから、しっかりとアピールはすべきなのだが（14節はパウロのそういう思いだ）、でも、その結果に基づいて歩むのは、まさに一切は神から、という信仰の生き様である。
 
ピリピ　4:15-20
　ここでパウロは、さらに積極的に、ピリピの人たち自身の幸いを思うからこそ、という呼びかけをしている。芳ばしい香り、と呼ばれているのは、送られてきた支援金そのものよりも、そこに伴う人々の思い、いや、パウロへの思いという以上に、彼らが神の前に支えられて歩んでいるその姿、彼らの幸いこそが、芳ばしい香りなのだ。そして、神が満たしてくださるからこそ、こうやって支援もできるのだから、送られてきた献金は、ピリピの人たちの幸いをも示すものとなっていて、ますますの喜び、である。
 
ピリピ　4:19
　昨日も少し述べたが、ピリピからの送金は、神が彼らを祝して下さっていることの印である。「必要を満たす」という言葉は決して、捧げるためのものも神が与えてくださる、ということではなくて、神がその人の日々を祝して下さるからこそ、彼らは他の人のことにも思いを傾け、また、具体的にも行動できる、ということであって、何よりもまず、彼ら自身、ピリピの人たち自身の幸いを、パウロは喜んでいるのだ。必要なこと、大切なこともあるけれど、それを含めつつもやはり、常にまずは相手の幸いを思うこと、それがこの信仰の大事な基本姿勢である。
 
ピリピ　4:21-23
　いよいよこの手紙の終わりである。挨拶の言葉だが、カエサルの家に属する人たち、というのは1:13と関連がありそうである。ローマで軟禁状態のパウロは、それを機会として、皇帝に関わりのある人たちにも福音を届ける機会を得ていたようだ。迫害は喜びではない。捕らえられていたら、福音を伝えたい人々のところにも出かけていけない。それでも、何かの機会はある。出会う人もいる。だったらその人たちに、そんなふうにしてパウロの思いは決して留まらない。落胆はする、力を失うこともある。でも、神が助け導いて下さるからこそ、彼は歩み続ける。そんな姿もまた、ここに見ることができる。これはパウロの力ではない。だから、すべての人にもあり得る姿だと言っておきたい。
 
ピリピ　4:23
　霊と共に、という言い方は珍しい。あなたがたと共に、でも良いのだし、その違いをあまり強調しすぎない方が良いのかもしれないが、あえて踏み込むならば、パウロはピリピの人たちの状況そのもの以上に、彼らが主の前に生きているその信仰がしっかりと守られていくことを、切に願っているのだと思わせられる。人々の歩みに苦労はある。困難もある。くじけそうになることもある。身動きできないこともある。でも、その一切の中にあって、主を慕い、主を待ち望みつつ歩んでいく、そういう信仰の生き様が彼らにあることを、何よりも願っている。いや、それがあれば、たとえ諸問題があったとしても大丈夫と、そういうことでもあろう。
 
ピリピ書終了
　ピリピ書は短いので、3ヶ月弱で読み終えました。改めて、暖かい思いを感じさせられます。さて、次回はちょっと趣を変えて、歴代誌を読もうかと思っています。ちょっと、必要性があってのことでもあるのですが。サムエル記、列王記と同じ時代を語り、でも、別の視点で指し示されていく神の御心は何か。興味深いものです。
 
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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